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【
う
ら
へ
続
く
】

9 月 22 日2739

イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
直
ち
に
中

止
せ
よ
。
日
本
政
府
は
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
を
承
認
せ
よ

　

日
米
両
政
権
が
作
成
し

た
貿
易
交
渉
に
関
す
る
一

連
の
文
書
は
不
公
平
極
ま

日
米
貿
易
合
意

経
済
主
権
を
放
棄
し
た
屈
辱
的
協
定

日
本
国
民
に
一
方
的
不
利
益

　

米
い
い
な
り
政
治
に
終
止
符
を

り
な
い
内
容
で
す
。
日
本

は
一
方
的
な
高
関
税
を
の

ま
さ
れ
、
日
本
か
ら
米
国

へ
の
巨
額
投
融
資
の
合
意

に
よ
り
、
日
本
国
民
が
一

方
的
に
不
利
益
を
被
り
ま

す
。　

　

第
１
に
、２
・
５
％
だ
っ

た
自
動
車
・
自
動
車
部
品

へ
の
関
税
を
15
％
に
引
き

上
げ
、
そ
れ
以
外
の
ほ
ぼ

す
べ
て
の
日
本
製
品
に
対

す
る
関
税
も
15
％
に
引
き

上
げ
ま
す
。

　

第
２
に
、
農
産
物
と
米

国
製
品
の
輸
入
も
拡
大
。

年
80
億
㌦
（
約
１
兆
２
千

億
円
）
規
模
。
こ
れ
と
は

別
に
米
国
製
の
航
空
機
や

武
器
も
輸
入
し
ま
す
。
農

業
破
壊
と
大
軍
拡
に
拍
車

を
か
け
る
も
の
で
す
。

　

第
３
に
、
約
80
兆

円
に
の
ぼ
る
対
米
投

融
資
で
す
。
半
導
体

や
重
要
鉱
物
、
人
工

知
能
（
AI
）
な
ど
の

分
野
で
、
米
大
統
領

が
選
ん
だ
投
資
先
に

資
金
を
拠
出
し
、
収

益
は
米
国
に
有
利
に

分
配
す
る
も
の
で
す
。

　

国
際
ル
ー
ル
を
無

視
し
た
ト
ラ
ン
プ
米

政
権
の
恐
喝
に
対
し

て
日
本
政
府
は
抗
議

す
ら
せ
ず
、
米
国
へ

の
屈
辱
的
姿
勢
が
際

立
っ
て
い
ま
す
。
経

済
主
権
・
食
料
主
権

を
尊
重
し
、
公
正
な

貿
易
ル
ー
ル
を
確
立

す
る
た
め
に
も
、
米

国
い
い
な
り
の
自
民

党
政
治
を
終
わ
ら
せ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

しんぶん赤旗日曜版「電子版」10 月２日  スタート

「桜を見る会」私物化や裏金スクープなど自民党を追いつめ
た「しんぶん赤旗」日曜版の電子版がいよいよ 10 月スター
トします。PDF とテキストで閲覧できます。すき間時間で
も電車の中でも海外でも読めます。電子版特設サイトから
購読申し込み下さい。月額 990 円。

　

安
保
法
制
強
行
採
決
か

ら
10
年
。「
10
年
前
は
連
日

の
よ
う
に
国
会
前
で
抗
議

集
会
が
行
わ
れ
た
」「
19

日
、
安
保
法
制
廃
止
を
求

め
る
国
会
前
行
動
が
あ
っ

た
」「
安
倍
政
権
は
強
引
に

憲
法
解
釈
を
変
更
し
た
が
、

今
で
も
憲
法
違
反
は
明
白

だ
」「
安
保
法
制
を
廃
止
す

る
た
め
に
自
民
党
政
治
を

終
わ
ら
せ
る
共
同
を
広
げ

た
い
」

フヨウ
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

日本共産党はどういう党か
―歴史的岐路での役割

日本共産党創立103周年記念講演会
オンライン

９月 23 日（火・祝）　14：00 から

記念講演：田村 智子委員長
あいさつ：小池　晃書記局長
　　　　　吉良よし子参院議員
　　　　　白川　容子参院議員

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ス
ラ
エ
ル
、
ガ
ザ
に

地
上
侵
攻
。「
国
連
の
事
務

総
長
が『
容
認
で
き
な
い
』

と
語
っ
た
」「
隣
国
の
エ
ジ

プ
ト
と
ヨ
ル
ダ
ン
は
抗
議

し
た
」「
国
連
は
パ
レ
ス
チ

ナ
を
国
家
と
し
て
承
認
す

る
宣
言
を
採
択
し
た
」「
加

　

世
界
陸
上
。「
棒
高
跳
び

で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
デ
ュ

プ
ラ
ン
テ
ィ
ス
が
金
メ
ダ

ル
。
６
メ
ー
ト
ル
30
セ
ン

チ
は
す
ご
い
」「
日
本
選
手

も
が
ん
ば
っ
て
い
た
が
上

位
に
は
食
い
込
め
な
か
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

各
地
で
大
雨
、
突
風
被

害
。「
12
日
夜
の
大
雨
で
四

日
市
の
地
下
駐
車
場
の
車

２
８
０
台
が
水
没
し
た
」

「
浸
水
を
防
ぐ
た
め
の
防

潮
板
が
大
雨
の
前
か
ら
故

障
し
、
作
動
で
き
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
た
」「
18
日

　

米
海
兵
隊
と
陸
上
自
衛

隊
に
よ
る
共
同
訓
練
「
レ

ゾ
リ
ュ
ー
ト
・
ド
ラ
ゴ
ン

25
」
が
11
日
、
始
ま
り
ま

し
た
。「
対
中
国
」を
念
頭

に
お
い
た
敵
基
地
攻
撃
態

勢
づ
く
り
の
地
な
ら
し
訓

練
で
、
日
米
計
約
１
万
９

千
人
が
参
加
、
過
去
最
大

規
模
で
す
。

　

石
垣
島
で
は
米
軍
の
無

日
米
共
同
訓
練
「
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト
・

ド
ラ
ゴ
ン
25
」

戦
争
国
家
づ
く
り
へ

　

日
米
の
ミ
サ
イ
ル
網
を
大
量
動
員

は
つ
く
ば
市
と
境
町
で
突

風
が
吹
き
、
プ
レ
ハ
ブ
や

足
場
が
崩
れ
た
り
小
学
校

の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
」

「
最
近
、自
然
災
害
が
増
え

て
い
る
。
気
候
変
動
の
影

響
も
あ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
コ
ム
ラ
サ
キ
の
実
が

色
づ
い
て
き
た
」

国
連
本
部
・
首
脳
会
合
で
、

日
本
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国

家
承
認
を
見
送
る
方
針
と

い
う
」「
態
度
が
矛
盾
し
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

人
地
対
艦
ミ
サ
イ

ル
「
ネ
メ
シ
ス
」

な
ど
の
最
新
兵
器

を
投
入
、
陸
自
と

と
も
に
戦
闘
訓
練
。

岩
国
基
地
で
は
ト

マ
ホ
ー
ク
ミ
サ
イ

ル
搭
載
発
射
シ
ス

テ
ム
を
初
展
開
す

る
な
ど
。九
州
、沖

縄
を
中
心
と
し
た

８
道
県
（
図
）
で
25
日
ま

で
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
を
含

む
日
米
の
ミ
サ
イ
ル
網
を

大
量
動
員
す
る
危
険
な
訓

練
で
す
。

低下する労働分配率
大幅賃上げで労働者の取
り分増やそう

　

財
務
省
「
法
人
企
業
統

計
」
に
よ
る
と
金
融
・
保

険
業
を
除
い
た
全
規
模
・

全
産
業
に
お
い
て
２
０
２

４
年
度
の
労
働
分
配
率
は

64
・
２
％
と
前
年
度
に
比

べ
０
・
９
㌽
下
落
し
、

１
９
７
３
年
度
以
来
の
低

水
準
で
す
。

　

労
働
分
配
率
の
低
下
が

示
す
の
は
、
役
員
も
含
む

働
き
手
の
取
り
分
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
近

年
役
員
報
酬
が
上
昇
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

労
働
者
１
人
あ
た
り
の
取

り
分
は
さ
ら
に
低
下
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

賃
上
げ
を
は
じ
め
、
労
働

盟
国
の
７
割
を
超
え
る

１
４
２
カ
国
が
賛
成
し
た
。

日
本
も
賛
成
し
た
」「
イ
ス

ラ
エ
ル
や
米
国
な
ど
10
ヵ

国
は
反
対
し
た
」「
22
日
の

者
の
待
遇
改
善
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

＊
労
働
分
配
率
と
は
付
加

価
値
に
占
め
る
人
件
費
の

割
合
で
す
。


